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第４回　会津の歴史③
　　　　　（上杉時代）
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若松城天守閣郷土博物館
副館長・学芸員　　　　

会津の歴史シリーズ

◆上杉景勝、120万石領主として会津へ
　豊

とよとみひでよし

臣秀吉は、1598年２月に蒲
がもう

生秀
ひでゆき

行を宇都宮へ

移し、代わりに越
えちご

後の上
うえすぎかげかつ

杉景勝を会津の領主とし

た。このころの全国的な勢力図といえば、天下

人の秀吉に待望の世
よ つ

継ぎ（秀
ひでより

頼）が生まれたた

め、養子に迎えられていた秀
ひで

次
つぐ

は死に追いやら

れ、次期天下人は秀頼に決まったようなものだっ

た。ただ、まだ幼児であるため、一人前になるま

では後見役としての秀吉の存在が必要だった。し

かし秀吉は約半年後に没してしまう。豊臣家とし

ては、秀吉に代わる後見役が求められ、通常なら

石
いし

田
だ

三
みつ

成
なり

がこれを果たすはずだったが、残念なが

ら人望が無く、秀吉がいなければ三成に従う者は

意外に少なかったのである。いや、その言い方は

正しくはない。秀吉に冷遇されていると感じてい

た大名たちの不満の受け皿として、すでに動き始

めていた徳
とくがわいえやす

川家康によって反豊臣、反三成の多数

派工作が進んでいたのだった。そして、秀吉が存

命中であるのにもかかわらず、反感を招く決定打

となったのが朝鮮出兵であった。第１回の文
ぶんろく

禄の

役
えき

（1592～93）により多額の出費を強いられた各

大名たちに対し、再び朝鮮へ向けて出陣するよ

うに秀吉から命じられたのが第２回の慶
けいちょう

長の役 

（1597～98）である。すでに死期が近い秀吉に代

上杉景勝像（米沢市上杉博物館蔵）
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わり、実質的に指揮をとった三成への反感は膨
ふく

れ

上がった。結果として何の成果もないままに秀吉

が没したため、朝鮮出兵は中止となった。

　こうした経緯を踏まえ、国
くにもと

元に帰った各大名に

対して家康は大量の書簡を送った。そこには、現

体制の継続による不遇がさらに積み重ねられるこ

とと、それに代わる新たな体制を築くことによっ

てさまざまな弊害が解消されることが説かれてい

た。この時はまだ家康においても豊臣家
か

臣
しん

である

五大老の一人に過ぎないため、主君に弓を引くよ

うなことが知れてはまずいと、秘密裡に進められ

たのである。もちろん五大老に名を連ねる会津の

景勝や加
か が

賀の前
まえ

田
だ

利
としなが

長などは、秀吉への忠誠心が

厚いと思われていたので、こうしたところへは家

康の工作は為されなかったが、仙台の伊
だ て

達政
まさむね

宗な

ど東国の大名たちは、多くが家康支持に回ってい

た。そしてそれは西国へも浸透していったのである。

◆神
こうざし

指城
じょう

築城から直
なお

江
え

状
じょう

、そして関
せき

ヶ
が

原
はら

へ
　秀吉の死から１年以上が経過した1600年春、景

勝は会津において新しく城を造ることに着手した。

その当時の鶴ヶ城は、120万石の大大名の居城と

しては狭いことや、東側に山並みが連なることが

鶴ヶ城の防衛上好ましくないことなどが考えられ

ていた。さらに戦闘の規模が大きくなってくるに

つれて、危急の際に大量の物資を輸送するには船

運が必須であるため、阿
あ

賀
が

川
がわ

沿いの神指ヶ原に築

城することとし、直
なお

江
え

兼
かねつぐ

続にその指揮を任せた。

当時京都にいてこれを知った家康は、新城の築城

は戦闘の準備であり、いうまでもなく家康への敵

対心の表れであるから、すぐに中止するよう命じ

た。しかし上杉家としては、家康に命令される立

場ではないこと、さらにはともに豊臣家の家臣で

ありながら、豊臣家を差し置いて自分が天下人で

あるかのような振る舞いをする家康こそが、国内

を混乱させようとする原因になっているという書

簡を返したのだった。直江兼続の名前で出された

この手紙は「直江状」と呼ばれ、これに激怒した

家康は会津を討伐することを決意し、出陣の準備

を整えると、会津へ向けて出発。これを受けて上

杉側も築城を中止し、家康軍を迎え撃つべく国境

の白河に兵を送り備えた。

　京都から会津へ向かっていた家康軍は、江戸ま

で来るとそこで１か月ほど滞在する。この間に直

江兼続と通じていた石田三成は、家康が京都を離

れたことを確認すると、留守を任された鳥居氏を

上杉景勝所用兜（摸本）（若松城天守閣郷土博物館蔵）
原資料：鉄黒漆塗紺糸威異製最上胴具足（新潟県歴史博物館蔵）

現在の神指城跡遠景
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急襲して倒したのだった。家康軍は江戸を出発し

て会津へと向かうが、途中で三成挙兵の知らせを

受けると、下
しもつけのくにおやま

野国小山で「小
お

山
やま

評
ひょうじょう

定」といわれ

る会議を開き、京都へ引き返すことを決定した。

　当時、家康の立場はまだ江戸を領地とする一大

名に過ぎず、京都まで戻るには他の大名の領地を

通過するため、各領主に対して許可を求めなけれ

ばならなかった。しかし掛
かけがわ

川城主だった山
やまうちかずとよ

内一豊

が、家康に対して自分の領地を自由に通過してか

まわないと申し出ると、東海道の各大名もこれに

ならった。家康の書簡による事前工作が実を結ん

だのだった。これにより一気に東海道を通過した

家康軍は関ヶ原で三成率いる豊臣勢と衝突。数的

に拮抗していたと思われたが、小
こ

早
ばや

川
かわ

秀
ひで

秋
あき

の寝返

りによって急展開を見せ、家康軍の一方的な勝利

に終わった。

　会津の上杉景勝はというと、小山から家康たち

が引き返したことを聞き、これを追って家康軍を

討つべしという意見も出る中、景勝は「背後から

襲うのは戦う上では卑怯なこと。上杉家の戦いと

は、正々堂々とあるべし。」として追うことをせず、

逆に北上して伊達政宗・最
も

上
がみ

義
よしあき

光の軍勢と戦うこ

ととした。激しい戦闘が繰り広げられたが、関ヶ

原での三成敗れるの報が届くと、もはや戦う意味

が無いとして、参戦していた前
まえ

田
だ

慶
けい

次
じ

郎
ろう

をしんが

りに据えて撤退したのだった。

◆蒲生秀行、再び会津へ
　翌年、徳川家康はそれぞれの働きに応じて大名

の改易を行い、戦闘のきっかけとなった上杉景勝

は会津120万石から米沢30万石への減封が命じら

れた。御
お

家
いえだんぜつ

断絶も考えられたが、直江兼続が奔走

してなんとか減封となったのである。そして会津

へは、宇都宮にいた蒲生秀行が返り咲くことと

なった。今回の戦いにおいてさほど働きがあった

わけではなかったが、家康の娘
むすめむこ

婿、さらには織田

信長の娘の子というところが配慮されてのことと

思われる。

　さてこの秀行であるが、記録ではあまりいい城

主ではなかったと思われる。柳
やないづ

津の川で漁をした

際には、大量の毒を投げ入れて魚を死滅させたこ

となどである。そして城主となって10年後には

直下型の地震により領地には大きな被害があっ

た。会津盆地の北部では、川がせき止められて多

くの集落が水没し、城においても石垣が崩れ天守

が傾いたと書かれている。そんな災害があった１

か月後に、探検家のセバスチャン＝ビスカイノが

秀行を訪ねて会津に来ている。徳川幕府がキリス

ト教への取り締まりが厳しくなったことへの打開

策として、高名なキリシタン大名だった蒲生氏郷

の子である秀行のもとを訪れたのだろう。このと

き「泰
たい

西
せい

王
おう

侯
こう

騎
き

馬
ば

図
ず

」が秀行に贈られたと考えら

れており、以後城内で保管され続けたのだった。

鶴ヶ城に伝えられた「泰西王侯騎馬図屏風（静図）」の模本（若松城天守閣郷土博物館蔵）


